






よって、 『イデーンE』 ( 1 9 1 2年～ 19 1 5年執筆）および実在的存在論の意
義が明確なものとなる。
それゆえ、本論は、 1906/07年冬学期の講義「論理学および認識論概論j、
1910/11年冬学期の講義「認識の理論としての論理学」、 『イデーンE』 ( 1 





























































フッサールは、 19 2 0年に「 19 1 0年9月22日の計画を読み、とても重要」





論へ歩まれることになる（その計画は、 A18, 3-16およびAIII1 3 , 56 f. 
のうちに見いだされる） 7 0 



























[ analytisch-formale Ontologie ］に対して、総合的 形式的存在論



























































ての演習を行う。 19 1 2年 12月に、この演習との連関において、自然と精神に
ついての構成に関する諸分析を伴う『イデーンE』の鉛筆書き草稿が成立する（vgl.
Husserl-Chronik, S. 173）。それに続く 19 1 3年夏学期に、フッサールは、 （自
然と精神〉についての講義を行う（vgl. Husserl”Chronik, S. 178）。さらに、 1
9 1 9年の〈自然と精神）についての講義（Ms.FI 35）と 19 2 7年の（自然と
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